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第１２６号

心
配
は
慈
悲
の
心

�

福
井
教
区 

引
接
寺
住
職
　
市
川
　
隆
成

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
各
山
住
職
・
檀
信
徒
の
皆
様

お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
り
約
一
年
半
の
日
々
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
ま
し
た
。

　

先
日
引
接
寺
に
付
近
の
西
小
学
校
三
年
生
が
「
我
が
町
の
お
宝

発
見
授
業
」
と
し
て
、
大
雨
の
中
大
勢
参
詣
し
て
く
れ
ま
し
た
。

寺
の
歴
史
や
建
造
物
、
宝
物
、
境
内
等
に
つ
い
て
説
明
、
案
内
し

た
と
こ
ろ
、
後
日
感
想
文
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
「
私
も
勉
強
や
運
動
が
ん
ば
り
ま
す
か
ら
、
山
主
さ
ん
も
お

体
を
く
れ
ぐ
れ
も
大
切
に
お
仕
事
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。」
と
い

う
あ
り
が
た
い
言
葉
で
結
ば
れ
た
も
の
が
何
人
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
無
沙
汰
の
あ
い
さ
つ
は
決
ま
っ
て
「
変
わ
り
な
き

か
？
」
と
の
声
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
家
族
を
は
じ
め
周
り
の
人

の
健
康
を
思
い
や
り
、
無
地
を
祈
る
他
者
へ
の
心
配
り
「
心
配
す

る
こ
と
」
が
私
達
の
日
常
と
な
り
ま
し
た
。『
心
配
』
は
慈
悲
の

心
に
通
じ
る
菩
薩
の
心こ
こ
ろ
ね根
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
先
の
三
月
臨
時
宗
議
会
に
て
今
秋
予
定
の
「
不
断
念
佛

相
続
十
九
萬
日
大
法
会
」
の
一
年
延
期
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
同

時
に
武
田
圓
寵
管
長
猊
下
か
ら
こ
の
一
年「
お
念
仏
を
喜
ぶ
生
活
」

を
積
み
重
ね
、
来
る
大
法
会
に
向
け
て
、
お
念
仏
の
行
を
励
み
ま

し
ょ
う
、
と
い
う
道
が
私
達
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
、
引
接
寺
千
部
会
に
参
詣
さ
れ
た
複
数
の
御

婦
人
か
ら
『
私
達
が
宅
に
あ
っ
て
日
々
御
回
向
し
て
い
る
「
在
家

勤
行
式
」
な
ど
に
よ
る
私
達
も
一
緒
に
お
勤
め
で
き
る
法
要
は
な

い
で
す
か
？
』
と
い
う
質
問
と
お
願
い
を
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
本

山
や
末
寺
で
直
ぐ
手
に
と
れ
る
「
在
家
勤
行
式
」
は
江
戸
時
代
伊

勢
木
造
引
接
寺
に
住
さ
れ
、
伊
勢
教
区
別
格
本
山
西
来
寺
を
中
心

に
伊
勢
は
も
と
よ
り
、
江
州
湖
東
方
面
の
寺
々
ま
で
遊
化
法
施
さ

れ
「
御
念
仏
の
道
」
を
実
施
さ
れ
た
「
法
道
和
尚
」
が
修
め
ら
れ

ま
し
た
「
別
時
念
仏
法
」
の
次
第
が
大
き
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と（
一
）三
礼 （
二
）香
讃 （
三
）歎
仏 （
四
）

発
願 

（
五
）
開
闢
文
（
光
明
遍
照
十
方
世
界
～
） 
の
観
経
文
の
後
、

真
読
念
仏
数
百
返 

（
六
）
廻
向
文
（
阿
弥
陀
仏
を
始
め
諸
菩
薩
、

天
台
列
祖
）
を
掲
げ 

（
七
）
礼
拝 

（
八
）
臨
終
要
文 

（
九
）
四
弘

誓
願
に
て
終
わ
り
ま
す
。

　

法
道
和
尚
は
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
秋
に
引
接
寺
二
十
四
世

真
厭
上
人
を
は
る
ば
る
訪
ね
ら
れ
、
安
心
を
問
わ
れ
た
と
こ
ろ
、

「
偏
に
弥
陀
の
本
願
を
信
じ
、
口
称
念
仏
で
あ
る
」
と
答
え
ら
れ

安
心
の
正
旨
を
求
め
、
道
心
を
増
進
せ
し
め
た
そ
の
疑
念
を
払
拭

し
念
仏
相
続
に
邁
進
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。（
法
道
に
み
る
持
戒

念
仏
＝
西
来
寺
寺
井
御
山
主
著
参
照
）

　

真
盛
上
人
奏
進
御
法
語
に
「
御
気
も
よ
く
す
ず
し
み
候
ら
わ
ん

時
は
、
い
か
に
も
い
か
に
も
念
仏
の
功
を
は
げ
ま
せ
た
ま
い
候
べ

く
候
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
「
御
念
仏
を
喜
ば
し
て
い
た
だ

く
日
送
り
」
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
私
の
お
り
ま
す
引
接
寺
を

は
じ
め
、
各
寺
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
参
加
型
の
御
法
事
「
別
時

念
仏
会
」
を
勤
め
て
念
仏
の
功
を
は
げ
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

「
念
佛
相
続
4

4

十
九
萬
日
法
要
」
で
す
か
ら
、
我
が
宗
の
日
々
念
仏

を
積
み
重
ね
、
節
目
の
萬
日
法
要
を
営
む
方
法
が
他
宗
門
に
類
を

見
な
い
独
得
の
も
の
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
達
は
真
盛
上
人
や
法
道
和
尚
な
ど
先
師
先
徳
が
相
続
し
て
来

ら
れ
た
宗
祖
真
盛
上
人
の
「
あ
い
構
え
て
無
欲
清
浄
に
し
て
よ
く

よ
く
念
仏
す
べ
し
」
の
御
遺
誡
を
受
け
つ
ぎ
、
在
家
勤
行
式
等
を

利
用
し
、
別
時
念
仏
を
営
み
、
御
念
仏
（
口
称
念
仏
）
を
日
々
相

続
し
た
い
も
の
で
す
。
来
る
「
十
九
萬
日
法
要
」
に
本
山
に
て
共

に
お
参
り
い
た
し
、
御
念
仏
を
唱
え
、
次
の
世
代
（
二
十
萬
日
法

要
）
へ
向
け
受
け
渡
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

結
び
に
、
本
年
六
月
四
日
に
天
台
宗
開
祖
伝
教
大
師
の
一
千
二

百
年
大
遠
忌
御
祥
当
法
要
が
比
叡
山
諸
堂
で
営
ま
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
遠
忌
を
記
念
し
て
、
特
別
展
「
最
澄
と
天
台
宗
の
す
べ
て
」

が
京
都
国
立
博
物
館
に
お
い
て
令
和
四
年
四
月
十
二
日
よ
り
開
催

さ
れ
ま
す
。
先
般
引
接
寺
に
御
開
山
が
御
土
御
門
天
皇
よ
り
賜
っ

た
と
さ
れ
る
『
金
銀
鍍
菊
花
文
散
銅
水
瓶
』
国
指
定
重
要
文
化
財

の
出
品
依
頼
が
京
都
国
立
博
物
館
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
真
盛
宗
内

の
至
宝
も
多
数
出
品
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
又
と
な
い
機
会
で

す
の
で
至
宝
の
数
々
と
共
に
ご
覧
下
さ
い
。
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西
教
寺
の
創
建
当
初
の
本
尊
に
つ
い
て
は

史
料
も
無
く
、
残
念
な
が
ら
全
く
不
明
で
す
。

『
真
盛
上
人
往
生
傳
記
』
に
よ
れ
ば
「
西
教

寺
本
尊
丈
六
弥
陀
（
毘
首
羯
磨
作
）
脇
士
不

動
毘
沙
門
両
尊
也
」
と
あ
り
、
丈
六
の
大
き

さ
の
阿
弥
陀
如
来
像
と
、
不
動
明
王
像
と
毘

沙
門
天
像
を
脇
侍
と
す
る
三
尊
が
本
堂
に
安

置
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
「
真
盛

上
人
絵
伝
記
」
に
も
、
こ
の
さ
ま
が
描
か
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
少
な
く
と
も
真
盛
上
人
の

時
代
に
は
、
こ
の
よ
う
な
尊
像
配
置
で
あ
っ

た
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
中
尊

の
左
右
に
不
動
明
王
と
毘
沙
門
天
を
ま
つ
る

形
式
は
、
比
叡
山
の
横
川
中
堂
が
発
祥
と
い

わ
れ
、
横
川
の
関
連
寺
院
で
あ
っ
た
西
教
寺

の
本
尊
形
式
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
し

た
。
残
念
な
が
ら
こ
の
ご
本
尊
は
元
亀
二
年

（
一
五
七
二
）
の
元
亀
の
法
難
で
焼
失
し
て

し
ま
い
ま
し
た

が
、
す
ぐ
さ
ま

復
興
し
、
安
置

さ
れ
た
の
が
現

在
の
ご
本
尊
、

阿
弥
陀
如
来
坐

像
（
重
要
文
化

財
）
で
す
。

　

記
録
を
見
る

と
、
享
保
三
年

（
一
七
一
八
）

の
『
戒
光
山
西

教
寺
縁
起
』
や

元
文
五
年
（
一

七
四
〇
）
に
記

さ
れ
た
『
戒
光

山
西
教
寺
律
寺

記
』
に
よ
れ
ば
、
第
八
世
真
源
上
人
と
納
所

永
玉
の
尽
力
に
よ
っ
て
復
興
が
進
め
ら
れ
、

仮
本
堂
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
天

正
二
年
（
一
五
七
四
）
に
甲
賀
の
浄
福
寺
か

ら
阿
弥
陀
如
来
像
が
移
さ
れ
て
安
置
さ
れ
た

と
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
後
世
の
記
録
で
す

の
で
、
そ
の
信
ぴ
ょ
う
性
も
含
め
、
詳
細
は

不
明
で
す
。

　

さ
て
、
ご
本
尊
は
、
像
高
が
二
七
八
・
三

セ
ン
チ
も
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
丈
六
」
像
で

す
。
そ
の
顔
は
丸
く
ぺ
っ
た
り
と
し
て
い
て
、

肉
体
も
起
伏
が
少
な
く
温
和
な
感
じ
で
す
。

着
衣
も
あ
っ
さ
り
で
、
衣
文
は
浅
く
、
体
の

奥
行
き
も
少
な
く
、
全
体
的
に
平
面
的
な
印

象
を
与
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
表
現
は
、
仏
師

定
朝
が
十
一
世
紀
に
確
立
し
、
平
安
時
代
後

期
に
大
流
行
し
た
「
定
朝
様
」
の
典
型
的
な

作
風
で
す
。
こ
の
頃
か
ら
無
仏
時
代
の
末
法

の
世
の
中
と
な
り
、
人
々
は
不
安
だ
ら
け
の

生
活
を
送
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
平
安
貴
族

は
こ
の
よ
う
な
上
品
で
安
穏
と
し
た
作
風
を

愛
し
た
の
で
す
。
お
そ
ら
く
極
楽
浄
土
の
阿

弥
陀
如
来
は
、
こ
の
よ
う
な
お
姿
で
あ
る
に

違
い
な
い
と
彼
ら
は
信
じ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
本
像
は
全
国
的
に
見
て
も
現
存

作
例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
、
平
安
時
代
の
舟
形

の
飛
天
光
背
を
具
備
し
て
い
ま
す
。
透
か
し

彫
り
で
宝
相
華
唐
草
文
帯
を
表
し
、
そ
の
外

縁
に
は
左
右
六
体
ず
つ
の
化
仏
（
本
体
と
同

じ
弥
陀
定
印
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
）
と
、
冠

繒
（
リ
ボ
ン
）
と
天
衣
、
雲
と
で
形
作
ら
れ

た
透
か
し
彫
り
の
中
に
、
左
右
に
六
体
ず
つ

の
飛
天
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
飛
天
は
様
々

な
姿
勢
で
表
さ
れ
、
手
に
は
楽
器
や
蓮
華
な

ど
を
持
っ
て
、
あ
た
か
も
極
楽
か
ら
来
迎
し

て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
飛
天
と
化

仏
は
、
顔
の
形
や
作
風
が
少
し
ず
つ
異
な
る

こ
と
か
ら
、
複
数
の
仏
師
が
造
像
に
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
思
わ
せ
ま
す
。
お
そ
ら
く
本

像
は
、
多
数
の
仏
師
を
擁
す
る
京
都
の
大
規

模
な
仏
師
工
房
に
よ
っ
て
、
十
二
世
紀
後
半

頃
に
造
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
像
は
、
化
仏
と
飛
天
を
表

す
平
安
時
代
の
光
背
を
残
す
稀
有
な
丈
六
像

で
あ
り
、近
江
国
を
代
表
す
る
阿
弥
陀
如
来

の
一
体
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

阿弥陀如来坐像

化仏

飛天

西
教
寺
の
本
尊

�

大
津
市
歴
史
博
物
館 

学
芸
員
　
寺
島
　
典
人
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企
画
展 

西
教
寺 

― 

大
津
の
天
台
真
盛
宗
の
至
宝 

―

�

於
：
大
津
市
歴
史
博
物
館

　

大
津
市
歴
史
博
物
館
で
は
、
令
和
三
年
十

月
九
日（
土
）か
ら
十
一
月
二
十
三
日（
火
）

の
会
期
で
、
企
画
展
「
西
教
寺
―
大
津
の
天

台
真
盛
宗
の
至
宝
―
」
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
今
回
の
調
査
で
新
た
に
確
認
さ
れ
た
非

公
開
の
寺
宝
を
は
じ
め
、
西
教
寺
を
代
表
す

る
宝
物
を
一
堂
に
展
示
す
る
予
定
で
す
。
天

台
真
盛
宗
の
こ
と
を
詳
し
く
知
る
良
い
機
会

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

【
概
要
】

　

比
叡
山
の
東
麓
、
坂
本
の
高
台
に
天
台
真

盛
宗
の
総
本
山
、
西
教
寺
が
あ
り
ま
す
。
寺

伝
に
よ
れ
ば
、
飛
鳥
時
代
に
聖
徳

太
子
の
開
基
と
い
い
、
平
安
時
代

に
は
比
叡
山
延
暦
寺
の
関
連
寺
院

と
し
て
慈
恵
大
師
良
源
と
恵
心
僧

都
源
信
が
復
興
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
に
は

い
る
と
、
慈
威
和
尚
恵
鎮
が
京
都

の
法
勝
寺
の
末
寺
と
し
、
法
勝
寺

流
の
戒
律
を
重
ん
じ
る
寺
と
し
て

興
隆
を
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
室

町
時
代
の
文
明
十
八
年
（
一
四
八

六
）
に
は
真
盛
上
人
が
入
寺
し
、

上
人
を
慕
う
人
々
が
全
国
か
ら
集

ま
り
、
戦
国
時
代
に
は
法
勝
寺
が

合
併
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
念
仏

と
戒
律
を
重
ん
じ
る
、
天
台
宗
の
中
で
も
独

自
の
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
戦
後
に

天
台
真
盛
宗
と
し
て
分
立
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
推
古
天
皇
三
十
年
（
六
二
二
）

に
崩
御
し
た
、
聖
徳
太
子
の
一
四
〇
〇
年
遠

忌
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
比
叡
山

延
暦
寺
を
創
建
し
、
天
台
宗
を
ひ
ろ
め
た
伝

教
大
師
最
澄
（
八
二
二
年
入
滅
）
の
一
二
〇

〇
年
遠
忌
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
本
展
で
は
、

そ
れ
を
記
念
し
て
、
西
教
寺
と
大
津
市
内
の

天
台
真
盛
宗
寺
院
に
伝
わ
る
文
化
財
を
紹
介

し
ま
す
。
比
叡
山
の
麓
に
所
在
し
て
、
独
自

の
天
台
宗
文
化
を
持
っ
て
い
た
西
教
寺
と
、

天
台
真
盛
宗
の
至
宝
を
か
つ
て
な
い
規
模
で

ご
覧
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

【
展
示
構
成
】

Ⅰ　

西
教
寺
の
名
宝

　

１
．
古
代
の
西
教
寺

　

２
．
法
勝
寺
と
西
教
寺

　

３
．
中
興
の
祖　

真
盛
上
人

　

４
．
法
勝
寺
の
併
合
と
戦
国
の
復
興　

Ⅱ　

西
教
寺
の
寺
宝

　

１
．
西
教
寺
の
仏
像

　

２
．
西
教
寺
の
絵
画

　

３
．
西
教
寺
の
書
跡

　

４
．
西
教
寺
の
工
芸

Ⅲ　

大
津
の
天
台
真
盛
宗

【
情
報
】

会
期
： 

令
和
三
年
十
月
九
日
（
土
）
か
ら
十

一
月
二
十
三
日（
火
・
祝
）（
38
日
間
）

休
館
日
： 

十
月
十
二
、
十
八
、
二
十
五
日
、

十
一
月
一
、
四
、
八
、
十
五
、
二

十
二
日

観
覧
料
： 

一
般
八
〇
〇
円
（
六
四
〇
円
）・

高
大
生
四
〇
〇
円
（
三
二
〇
円
）・

小
中
生
二
〇
〇
円
（
一
六
〇
円
）

※ （　

）内
は
十
五
名
以
上
の
団
体
等
の
割
引

料
金
。
大
津
市
内
在
住
の
六
十
五
歳
以
上

の
方
は
一
般
料
金
の
半
額
。
大
津
市
内
在

住
の
障
が
い
者
の
方
、
市
内
在
住
の
介
護

保
険
の
要
介
護
者
・
要
支
援
者
の
方
は
無

料
主
催
： 

大
津
市
・
大
津
市
教
育
委
員
会
・
大

津
市
歴
史
博
物
館
・
京
都
新
聞

特
別
協
力
：
天
台
真
盛
宗
・
西
教
寺

後
援
： 

朝
日
新
聞
大
津
総
局
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津

放
送
局
、
エ
フ
エ
ム
滋
賀
、
共
同
通

信
社
大
津
支
局
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
、
産

経
新
聞
社
、
時
事
通
信
社
、
Ｚ
Ｔ
Ｖ

滋
賀
放
送
局
、
中
日
新
聞
社
、
日
本

経
済
新
聞
社
大
津
支
局
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
び

わ
湖
放
送
、
毎
日
新
聞
大
津
支
局
、

読
売
新
聞
大
津
支
局

会
場
： 

大
津
市
歴
史
博
物
館
（
〒
五
二
〇
―

〇
〇
三
七 

大
津
市
御
陵
町
二
番
二

号　

℡
〇
七
七-

五
二
一-

二
一
〇
〇
）

真盛上人坐像　西教寺蔵

聖徳太子像　西教寺蔵
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天
台
真
盛
宗
の
雅が

楽が
く�

⑩

　

前
回
、
慈じ

摂し
ょ
う

大だ
い
し師

御み

え影
供く

の
画
讃
に
つ
い

て
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
御
影
供
の
法
要
に
準
じ
て
と
申

し
ま
し
た
が
比
叡
山
延
暦
寺
に
伝
わ
る
四
大

師
の
御
影
供
は
「
慈
摂
大
師
御
影
供
」
の
よ

う
な
管
弦
法
要
で
は
有
り
ま
せ
ん
。

　

天
台
声
明
を
厳
粛
に
守
っ
た
も
の
で
雅
楽

に
つ
い
て
は
演
奏
す
る
事
が
有
れ
ば
雰
囲
気

を
盛
り
上
げ
る
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
付
け
る
法
要

で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
「
慈
摂
大
師
御
影
供
」
管

弦
法
要
は
雅
楽
を
声
明
の
伴
奏
と
し
て
唱
え

る
法
要
で
、
こ
れ
こ
そ
が
真
盛
宗
だ
け
が
成

し
得
る
非
常
に
他
に
類
を
見
な
い
も
の
で
す
。

　

真し
ん

盛せ
い

楽が
く
そ所
を
設
立
さ
れ
た
故
片
岡
義
道
先

生
は
順じ

ゅ
ん
し次
往お

う
じ
ょ
う
こ
う
し
き

生
講
式
を
研
究
さ
れ
る
中
、
平

安
時
代
等
で
は
雅
楽
も
声
明
で
の
伴
奏
を
担

っ
て
い
た
事
に
着
眼
し
て
雅
豊
な
順
次
往
生

講
式
の
形
態
を
慈
摂
大
師
御
影
供
に
も
取
り

入
れ
そ
の
画
讃
部
分
を
講
式
の
極
楽
聖
歌
の

手
法
で
作
曲
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
御
影
供
と
し
て
の
法
要
形
式
や

漢
詩
に
お
け
る
作
詞
部
分
は
従
来
の
御
影
供

の
様
式
を
外
す
事
無
く
画
讃
の
声
明
部
分
だ

け
を
講
式
の
用
法
を
使
い
作
曲
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
核
『
画
讃
』、
雅
楽
曲
で
は
前
半

部
は
五
常
楽
破
、
後
半
部
は
萬ま

ん

歳ざ
い

楽ら
く

を
声
明

と
共
に
管
弦
曲
と
し
て
演
奏
し
ま
す
。

　

画
讃
で
は
最
初
に
序
（
序
曲
）
と
い
わ
れ

る
普
通
に
唱
え
る
（
拍
子
が
無
い
）
声
明
か

ら
始
ま
り
定
曲
と
言
わ
れ
る
拍
子
を
と
る
本

文
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
す
。

　

画
讃
だ
け
唱
え
て
も
四
十
分
近
い
壮
大
な

も
の
で
十
九
萬
日
法
要
の
中
日
で
全
て
を
厳

修
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
長
く
法
要
全
体
の

時
間
を
考
え
て
画
讃
は
勤
め
る
の
で
す
が
雅

楽
と
合
わ
せ
る
管
弦
法
要
は
後
半
の
萬
歳
楽

部
分
で
の
み
行
う
よ
う
に
練
習
を
し
て
お
り

ま
す
。

　

不
断
念
仏
相
続
十
九
萬
日
大
法
要
の
中
日

で
厳
修
さ
れ
ま
す
法
要
に
参
詣
さ
れ
ま
し
た

折
に
は
声
明
と
雅
楽
が
合
わ
さ
っ
た
法
要
は

今
の
現
代
に
な
っ
て
は
天
台
真
盛
宗
で
な
い

と
御
座
い
ま
せ
ん
平
安
時
代
の
悠
久
の
雅
を

感
じ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

 

（
文
責　

多
治
見
真
篤
）

コ
ロ
ナ
禍
に
迎
え
る
お
盆
行
事

　

昨
年
よ
り
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
全

世
界
の
日
常
を
一
変
さ
せ
、
以
前
は
当
た
り

前
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
軒
並
み
中
止
や

延
期
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
一
筋
の
光
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

真
盛
上
人
ご
在
世
の
時
、
都
に
応
仁
の
乱

が
勃
発
し
世
情
が
混
乱
す
る
中
で
、
比
叡
山

に
お
い
て
も
治
安
の
悪
化
に
伴
い
仏
供
灯
油

が
絶
た
れ
、
神
事
法
会
が
中
止
さ
れ
る
な
ど

の
事
が
相
次
い
で
起
こ
り
ま
し
た
が
、
上
人

は
そ
れ
は
為
政
者
の
せ
い
で
は
な
く
、
僧
侶

自
身
が
修
行
を
疎
か
に
し
信
仰
の
心
を
軽
ん

じ
た
為
で
あ
る
と
し
て
、
自
ら
を
戒
め
て
お

ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
上
人
が
世
情
に

対
し
て
他
人
の
せ
い
に
せ
ず
自
ら
の
責
任
と

し
て
受
け
止
め
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
未
曽
有
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
私
達
も

今
こ
そ
自
ら
の
在
り
方
を
反
省
し
原
点
に
帰

っ
て
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
に
続
い
て
本
年
の
御
本
山
の
千
部
会

も
僧
侶
の
み
で
四
月
五
日
に
厳
修
さ
れ
ま
し

た
。
千
部
会
は
法
華
経
読
誦
の
功
徳
を
檀
信

徒
各
家
の
ご
精
霊
に
ご
回
向
す
る
法
会
で
す

が
、
特
に
読
誦
さ
れ
た
お
経
を
聞
く
こ
と
に

つ
い
て
、『
法
華
経
』「
法
師
品
」
に
、「
若

し
こ
の
経
典
を
聞
く
こ
と
が
あ
れ
ば
よ
く
菩

薩
の
道
を
行
ず
る
な
り
。
こ
の
経
を
見
、
聞

き
、
よ
く
信
じ
理
解
し
、
よ
く
た
も
て
ば
、

こ
の
人
は
無
上
の
さ
と
り
に
近
づ
く
こ
と
が

で
き
る
」
と
説
か
れ
て
お
り
、
お
経
の
読
誦

と
共
に
聞
法
す
る
こ
と
が
い
か
に
大
切
で
あ

る
か
が
分
か
り
ま
す
。
今
年
は
皆
様
の
参
加

は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
来
年
に
は
以
前

に
も
増
し
て
こ
ぞ
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
け
る

こ
と
を
念
願
す
る
も
の
で
す
。
又
、
八
月
に

入
る
と
お
盆
の
季
節
を
迎
え
ま
す
が
、
お
施

餓
鬼
の
法
要
の
中
心
に
は
法
華
経
が
唱
え
ら

れ
ま
す
。
先
の「
法
師
品
」の
冒
頭
に
は
、「
法

華
経
の
一
偈
で
も
受
持
、
読
誦
、
解
説
、
書

写
し
、
お
経
を
敬
い
種
々
の
供
養
を
す
る
人

は
、
か
つ
て
十
万
億
の
仏
を
供
養
し
諸
仏
の

も
と
で
大
願
を
成
就
し
た
為
に
今
人
間
に
生

れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
こ
の
人
々
は
未
來
世

に
お
い
て
必
ず
仏
と
な
る
」
と
宣
言
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
私
達
が
人
間
と
し
て
現
世
に
生

れ
て
き
た
こ
と
に
深
い
意
味
が
あ
り
、
そ
れ

は
過
去
に
御
先
祖
様
が
多
く
の
労
苦
を
乗
り

越
え
て
命
を
つ
な
い
で
き
て
下
さ
っ
た
か
ら

こ
そ
今
が
あ
る
の
だ
と
思
い
至
り
ま
す
。

　

平
常
時
と
は
違
い
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
大
変

な
時
期
に
お
盆
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

考
え
る
と
、
私
達
に
と
っ
て
お
盆
と
は
、
自

ら
を
反
省
し
御
先
祖
様
の
労
苦
に
思
い
を
い

た
し
、
家
族
の
健
勝
と
こ
れ
か
ら
の
子
孫
達

に
幸
せ
が
来
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
未
来
に

伝
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
ま
で
断
絶
せ
ず
連
な
っ
て
き
た
お
盆

行
事
に
お
い
て
、
お
念
仏
の
手
を
合
わ
せ
、

尊
い
お
経
を
聞
法
で
き
る
喜
び
の
心
を
持
っ

て
、
よ
り
一
層
御
先
祖
様
へ
の
感
謝
を
捧
げ

た
い
も
の
で
す
。、

　
（
滋
賀
教
区
神
愛
門
中

 

　
　

法
蓮
寺
住
職　

兼
子
鐵
秀
）
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令
和
三
年
　
宗
祖
真
盛
上
人
鑽
仰
会
法
要
・
総
会
の
ご
案
内

納
涼・厄
除
け 

風
鈴
参
道
通
り
抜
け

　

毎
年
恒
例
の
宗
祖
真
盛
上
人
鑽
仰
会
法

要
・
総
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
左
記
の
日

程
で
執
り
行
い
ま
す
。

　

宗
祖
真
盛
上
人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
報
恩

の
誠
を
捧
げ
る
法
要
に
、
ど
う
ぞ
ご
参
集

賜
り
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と　

き
： 

十
一
月
九
日
（
火
）

 

十
時
よ
り

　

と
こ
ろ
： 

総
本
山　

西
教
寺　

宗
祖
大

師
殿
～
本
堂

　

法　

要
：
・ 

宗
祖
真
盛
上
人
二
十
五
霊

場
第
一
番

　
　
　
　
　
　

 

御
詠
歌
石
碑
除
幕
式
（
予

定
）

　
　
　
　
　

・
真
盛
上
人
鑽
仰
会
法
要

　
　
　
　
　

・ 

善
光
寺
如
来
御
開
帳
（
予

定
）

　

総　

会
： 

事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
監

査
報
告
、
事
業
計
画
（
案
）、

予
算
（
案
）
等

※ 

す
で
に
会
員
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は

も
ち
ろ
ん
、
未
加
入
の
方
も
是
非
こ
の

機
会
に
ご
加
入
の
う
え
、
ご
参
詣
下
さ

い
。

※ 

鑽
仰
会
会
員
加
入
は
随
時
、
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

　

年
会
費
千
円（
七
月
一
日
～
翌
年
六
月
末
日
）

　

西
教
寺　

☎
〇
七
七-

五
七
八-

〇
〇
一
三

　
　

宗
祖
真
盛
上
人
鑽
仰
会

 

会
長　

川
合
歳
明 昨年の宗祖真盛上人鑽仰会法要より　於：総本山　西教寺

　

昨
年
春
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
蔓
延
に
よ
り
、
檀
信
徒
の
皆
さ
ま
も

大
変
窮
屈
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
ら

れ
る
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
自
由
に
友

達
と
会
う
こ
と
も
家
族
で
旅
行
に
行
く
こ
と

も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
ス
ト
レ
ス
や
フ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
未
だ
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
に
は
時
間
が
か

か
り
そ
う
で
す
が
、
幸
い
境
内
は
広
く

密
に
な
り
に
く
い
環
境
で
す
。

　

西
教
寺
で
は
、
皆
さ
ま
の
お
気
持
ち

が
ひ
と
時
で
も
明
る
く
な
り
、
阿
弥
陀

さ
ま
の
ご
慈
悲
を
お
心
に
感
じ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
本
堂
前
に「
風
鈴
参
道
」

を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
ま
や
長
浜
の
一
大
観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
黒
壁
ス
ク
エ
ア
」を
展
開
す
る
㈱
黒
壁

と
協
力
し
約
七
〇
〇
個
の
ガ
ラ
ス
風
鈴

を
僧
侶
や
職
員
で
塗
り
カ
ラ
フ
ル
な
色

に
仕
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
人
も
子

ど
も
も
楽
し
め
る
「
ガ
ラ
ス
風
鈴
の
絵

付
け
体
験
」
や
夏
バ
テ
を
防
ぐ
「
納
涼 

夏
野
菜
そ
う
め
ん
」
の
お
食
事
も
ご
用

意
い
た
し
ま
し
た
。
売
店
で
は
黒
壁
ス

ク
エ
ア
の
中
核
を
な
す
「
黒
壁
ガ
ラ
ス

館
」
よ
り
厳
選
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
工
芸
品

の
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
拝
観
時

間
は
、
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
三
十
分
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

是
非
、
ご
家
族
や
お
知
り
合
い
を
お
誘
い

の
う
え
、
ご
参
拝
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
心
よ
り
お
待
ち
申
し
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

（
檀
信
徒
用
無
料
拝
観
券
も
し
く
は
本
紙
を
必
ず

お
持
ち
い
た
だ
き
拝
観
受
付
で
ご
提
示
く
だ
さ
い
。）

 

合　

掌
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コラボ企画

ガラス風鈴
700個

※写真はイメージです。

二
〇
二
一
年
七
月
一
日（
木
）〜
九
月
二
十
日（
月
）

納涼・厄除け

※

天
候
等
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

昔
か
ら
寺
院
で
は
「
風
鐸
」
が
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
風
は
疫
病

を
運
ぶ
と
考
え
ら
れ
音
を
立
て
る
こ
と
に
よ
り
邪
気
を
払
い
、
こ
の
音

の
聞
こ
え
る
場
所
は
聖
域
と
し
て
災
い
が
起
こ
ら
な
い
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
入
り
魔
除
け
・
暑
気
払
い
と
し
て
、
風
鈴
と

名
を
変
え
庶
民
に
定
着
し
た
そ
う
で
す
。

黒壁ガラス館
厳選 商品コーナー納涼 夏野菜そうめん

ランチ　西教寺特製

［期間］ 2021年7月1日～9月20日

西教寺売店では、黒壁ガラス館より厳選され
た約１５点のガラス工芸品を取り揃えています。
（一部商品は適用除外）

［場所］ 西教寺　食堂
　　　　（営業時間／午前11時～午後2時 不定休）

［料金］ 1,000円（税込）

1日限定30食
［場所］ 西教寺　大本坊 休憩室
［料金］ 1個 1,100円（税込）

絵付け用ペンやイラスト見本などをご用意しております。
願い事を書いて風鈴棚に吊るし奉納できます。
家に持ち帰っても結構です。

ガラス風鈴絵付け体験
大人も子どももオリジナル風鈴を作ろう　発

行
所　

天
台
真
盛
宗
教
学
部

　
　
　
　

大
津
市
坂
本
五
丁
目
十
三-

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
本
山
西
教
寺
内

　
　
　
　

電
話 

大
津
（
〇
七
七
）五
七
八-

〇
〇
一
三
番
㈹

印
刷
所　

宮
川
印
刷
株
式
会
社

　
　
　
　

大
津
市
富
士
見
台
三-

十
八

　
　
　
　

電
話 （
〇
七
七
）五
三
三-

一
二
四
一
番


